
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ ２ ５ 年 ３ 月 ２ １ 日 

発 行 ： 布水中学校運営協議会 

布 水 中 学 校 校 長 若狭 朋幸 

地域学校協働活動推進員 塚本 茂樹 

「 笑顔で登校、笑顔で帰宅 」をめざして 家庭・地域と協働する学校づくり 

NO.２9 

２月３日 

 地元で活躍する８名の方を講師に招き、１年生がそれぞれ２名の方のお話を

聞く「働く人に学ぶ会」が行われました。８名の講師は、獣医師・ジェラート

職人・自衛官・スポーツトレーナー・看護師・保育士・美容師・カメラマン 

という職種の方々です。一方的に講師のお話を聞くだけでなく、体験する場面

もあり、生徒たちのキラキラした眼差しがとても印象的でした。この授業がき

っかけでその道のプロを目指す生徒が現れるかもしれませんね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域学校協働活動推進員 布水中学校担当の塚本 茂樹です。 

この「ＣＳ通信」はコミュニティースクールとして、活動したことや活

動していきたい事、学校の取り組みや校内の様子を保護者や地域の皆様へ

発信していきたいと思い。発行する情報については、学校長の許可を得て

行っています。 

ご意見・お問い合わせは 

布水中学校運営協議会 

地域学校協働活動推進員    塚本 茂樹 

E-Mail :  

fusuityu_csd@ed.city.nonoichi.ishikawa.jp 

まで、メールでお願いします。 

２月２５日 

 第４回 学校運営協議会 

 後期の学校評価を中心に質疑や助言を行いました。 

  今回特に、「ノーネット・ノーゲーム・ノーテレビデー」について、熟議され

ました。 

  親がスマホ片手に、食事している姿を見て、学校からいくら発信しても、思 

う結果を得られない。もっとＰＴＡが主体となって、スマホやゲームに関して

の取組をしていくことで、より親子の会話が増えるのではないかと、意見が出

ました。 

  

「笑顔で登校、笑顔で帰宅」 

   をめざして 家庭・地域と協働する学校づくり 

３月１２日 

一年生の音楽授業では、民謡サークルの方が講師をしてくださり、日本の伝統に

ふれました。教科書に載っている「ソーラン節」・「こきりこ節」・「野々市じょん

がら」の節回しや民謡の由来などを学び、歌い手、囃子手、和楽器などを体験し

ました。囃子手が元気だと歌い手も歌いやすく盛り上がることも、体験しまし

た。布水のテーマ『歓喜』 二クラス合同授業でみなで歌い。「心の底から喜び

が沸き上がる」そんな授業となりました。 
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